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掲
載
さ

れ

た
。

そ
の

直
前
の

「

七

月
旦
上

堂
」

の

語
と

共
に、

対
応

す
る

元
和
刊
行
版
第
二

巻
で

見
ら

れ
る

。

お

よ

そ
宗
教
聖

典
は

語
録
の

形
式
を

辿
る

が
、

禅
語
録
の

編

集
過
程
が

よ

く
判
る

珍
し
い

事
例
で

あ
る

。

編
集

後
は

提
唱
し
た
師
の

メ

モ

は

破
棄
さ

れ

た

の

で

あ
ろ

う
。

漢
訳
後
の

サ

ン

ス

ク

リ
ッ

ト
原
典
と
同
じ

運

命
で

あ
る

。

　

先
の

二

侍
者
は
こ

の

ほ

か

に
名
が

残
っ

て

い

な
い

。

嘉
暦
元
年
成
道
の

日
の

大
徳
寺
開
堂
か

ら

記
録
さ
れ

て

い

る

か

ら
、

二

人
の

侍
者
は

「

旧
参

底
」

と

い

う
こ

と
に

な

り、

関
山
和
尚
は

大
徳
寺
開
創
二

年
後
の

掛
塔
と

い

う
こ

と
に

な

る
。

実
は

南
浦
和
尚
逝
去
後
十
八

年
の

開
創
で
、

聖
胎
長

養
二

十
年
は

足
掛
け
と
い

う
こ

と

に

な
る

。

関
山
和
尚
は

二

十
年
の

約
朿

を
知
悉
し
て

い

た
の

で
、

敢
え
て

そ
れ
を
守
ら

れ
た

と

見
ら

れ

る
。

ま
た

道
号
に

も
印
可
状
に

も
「

慧
玄
」

と

宗
峰
和
尚
か

ら
書
か
れ
て

い

る

の

に、

関
山
和
尚
は

師
の

死
後
間
も
な
く
の

語
録
編
集
時
に

は
、

得
度
の

師
・

南

浦
和
尚
か
ら

贈
ら

れ

た

「

恵
眼
」

を
使
っ

て

お
ら
れ

る
の

は

面
白
い

。

　
こ

こ

に

は
一

夏
（
げ
11

ω
o
ω

巴
o

巳

三

箇

月
近

く
、

宗
峰
和
尚
が
四

月

十
四
日

か
ら

六
月
ま
で
、

師
の

南
浦
和

尚
が
三

十
二

年
を

過
ご

し
た

筑
前

太

宰
府
の

横
岳
山

崇
福
寺
に
大
友
氏
の

請
い

で

住
し、

往
復
の

旅
程
を
含

め
て

後
醍
醐
天
皇
へ

の

百
箇
日

の

約
束
を
果
し
た
安
堵
が

見
ら
れ

る
。

最

初
は
七
月
一

日
の

上

堂
語
で

あ
り、

件
の

資
料
（

会
場
配
布
）

が

七

月
十

五

日
の

解
夏
の

語
で

あ
る

。

筑
前
太

宰
府
行
は

ち
ょ

う
ど

夏
安
居
の

期
日

に

あ
た
る

。

　
「

解
夏

小
参

。

随
処
に

主
と

作

ゆ
、

聖

制
を
横

岳
山

頭
に

結
ぶ

。

立

処

皆
真
な

り
。

賞

労
を
龍
宝
峰

頂
に

解
く

。

此
の

事
を
相
謾
せ

ざ
る

時、

人

に

孤
負
せ

ず
。

（
中
略）

山

僧
に

親
切
の
一

句
子

有
り

。

各
各
分
明

。

善

く
処
処
に

忘
却

す
る

こ

と
を

得
ざ
る

を

為
せ

。

便
ち
主
丈
を

卓
す
る
こ

と

一

下
す

。

」

一

句
子
と
は
「

各
々

分
明
」

で

あ
る
。

　

問

題
は

関
山

和
尚
が

印
可

受
領

後、

美
濃
伊
深

郷
に

「

間

も
な

く
」

（
荻
須
純
道
「

日

本
中
世
禅

宗
史
」

三
三

八

頁）

隠
れ

て

聖

胎
長
養
の

道

を・
取
っ

た

と

解
釈
さ
れ

て

き
た

事
で
、

そ
れ
で

は

語
録

編
集
の

辻

褄
が
合

わ

な
い
。

ま
た

師
の

崇
福
寺
仮
住
も、

関
山
得
度
の

師
・

南
浦

和
尚
の

事

蹟
で

あ
る

か
ら
、

大
徳
寺
看
護
に
せ

よ

随
侍
に
せ

よ
退
山
す
る

こ

と
な
く

師
に
協
力
し

た

と

見
る

の

が
自
然
で

あ
る

。

い

ず
れ
に

し
て

も
印
可
状
を

受
領
し
て

か

ら
数
年
は

師
に
随
侍
し
て

お
ら
れ
た
と

見
る

の

が
常
識
的
で

あ
る

。

延
元
二

年
（

建
武
四

年

＝
三
二

七
）

の

師
の

示
寂

後
ま
で

七

年

間
も
隠
遁
し
て

い

た

と
い

う
不
自
然
な
解
釈
は

「

正

法
山
六
祖
伝
」

の

記

述
に
始
ま
る
。

小
稿
「

関
山
国
師
の

新
研

究
」

（

「

禅

学
研
究
」

第
八
十
七

号）

を

参
照
さ
れ

た

い
。

ま
た

パ

ン

フ

レ

ッ

ト
「

大
本
山

妙
心
禅
寺
開
山

関
山
国
師
略
年
譜
」

の

版
が
京
都
・

石
田

大
成

社
に

あ
る

。

鈴
木
大
拙
と

仙
厘

遊
戯
の

視
点
か

ら

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

嶋
本

　
浩
子

　

鈴
木
大
拙
が、

江
戸
時
代
の

禅
僧、

仙
圧
義

梵
（
一

七
五
〇
1
一

八
三

七
）

の

書
画
と

出
会
っ

た

時、

大
拙
は

す
で

に

八
〇

歳
を
超
え
て

い

た
。

仙
圧
は

酒
脱
な
人
柄
と

書
画
の

作
風
に

よ
っ

て
、

そ

の

評
価
は
風

刺
画、

戯
画、

あ
る

い

は

禅
漫
画
と

み

な
さ
れ
て

い

た
。

し

か
し、

大
拙
最
晩

年

の

英

文
著

作
の
一

つ

で

あ
る

留

ミ
こ
ミ

漣
誉
§
舞

ミ

に

お

い

て
、

大
拙
は

仙
厘
の

書
画
は

単
な
る

戯
画
で

は

な
い

と

結
論
づ

け
る

。

「

仙
厘

和
尚
は

近
来
の

大
禅
者
で

あ
る
。

ま
た
大
芸
術

家
で

あ
る

。

禅
者
で

あ
っ

た

と
言
う
こ

と

が
、

そ
の

芸
術
家
た
る

と
こ

ろ

を
隠

蔽
し
て

し
ま
っ

て、

そ
の

書
画

を
「

戯
画
」

だ
と

か

戯

筆
だ

と

か

言
う
こ

と

に

し
て

し
ま
っ
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た
。

（
略
）

何
も
か

も
「

禅
」

だ、

ま
た
「

戯
」

だ
。

」

（
『

増
補
新
版
鈴
木

大
拙
全

集
」

第
三

四
巻

、

二
一

四

頁）

と
、

大
拙
は
述
べ

る
。

「

戯
」

と

は

戯
れ

る
こ

と
で

あ
る
が

、

大
乗
仏
教
に
は

深
い

意
味
が
あ
る

。

こ

れ
を

遊

戯
と
い

い
、

心
の

ま
ま
に

無
礙
自
在
な
こ

と

を
あ
ら
わ

す
こ

と

を
意
味

す
る

。

禅
で

は
遊
戯

、

神
通

遊
戯、

遊
戯
三

眛
の

言
葉
が
使
わ

れ、

衆
生

済
度
の

た
め

に、

慈
悲
行
を

実
践
す
る

こ

と

を
自
ら

楽
し
む

悟
り
の

境
涯

を

現
わ

す
言
葉
で

あ
る

。

遊
戯
は
、

『

無
門
関
」

や

『

六

祖
壇
経
』

に
も

見
る

こ

と

が

で

き
る

。

　

大

拙
の

「

戯
」

は
、

遊

戯
三

昧
を
意
味
す
る

と

言
え
よ

う
。

「

人
間
の

た

め、

世
界
の

た
め
、

何
か

大
慈

大
悲
の

仕
事
を

行
ず
る

こ

と
」

で

あ

り、
「

そ
の

行

動
は

報
い

を

求
め
る

行
動
で

は
な
い
」

と

語

り
、

そ
の

う

え
で
、

遊

戯
を
「

創
造
の

生

涯
」

「

詩
の

境
涯
」

（

『

増

補
新
版
鈴
木
大
拙

全

集
』

第
二

十
巻、

岩

波
書

店
、

二

三
六
頁）

と

述
べ

る
。

大
拙
独
自
の

「

戯
」

の

解

釈
は
、

「

創
造
の

生

涯
」

「

詩
の

境
涯
」

と

述
べ

て

い

る
こ

と

で

あ
る
。

「

創
造
の

生

涯
」

「

詩
の

境
涯
」

は
、

人
の

あ
り
方
と
芸
術
の

二

方
面
に

あ
て

は
め
る
こ

と
が
で

き
る

と
考
え
ら
れ
る

。

な
ぜ

な
ら、

大
拙

に

と

っ

て

遊

戯
三

昧
に

な
っ

て

生

き
る

こ

と
は
、

「

人

問
自
身
が

美
的
作

品
と

な

り
、

霊

性
的
に

出

来
上

が

っ

た
人
間
」

（
前
掲
書、

二

三

六
頁）

に

な
る

こ

と

だ
と

述
べ

て

い

る

か
ら
で

あ
る

。

こ

れ
は
、

空
か
ら
の

絶
対

的
な
用
き
が

身
に
つ

い

た
生

き
方
だ
と
考
え
ら
れ
る

。

大
拙
の

言
葉
を

使

え

ば、

真
空

妙
用
が

身
に

つ

い

て

い

る

と
も

言
え
よ

う
。

さ
ら
に

、

「

創

造
の

生

涯
」

「

詩
の

境

涯
」

を

芸

術
面
で

み
れ
ば
、

大
拙
は

、

「

指
な
ら

指、

手
な
ら

手
を
あ
げ
た
と
こ

ろ

の

裏
に、

ひ
そ

ん

で

い

る
も
の

を
、

手

を

通
し

て
、

指
を
通

し
て

み

る

と
こ

ろ

に

あ

る
。

（

略）

そ
こ

に

妙
が
出

て

く
る
」

（
『

東
洋
的
な

見
方
』

『

鈴
木
大
拙
全
集
』

二

〇
巻、

二

七
一

頁）

と

述
べ

る
。

大
拙
は
、

芸
術
は

テ

ク
ニ

ッ

ク

で

は
な
い

無
心
に

な
っ

て

楽

し
む
と

お
の

ず
と

妙
が

立

ち
現
れ
る
と

述
べ

る
。

こ

れ
も
ま
た
、

空
か
ら

の

絶
対
的
な
用
き
で

あ
る

真
空
妙
用
の
一

つ

の

現
れ

と

言
え
よ

う
。

　

大
拙
が
仙
厘
を
大
禅
者、

大
芸
術
家
と

評
し
た

根
拠
は、

上

述
の

真
空

妙
用
の

は
た

ら
き
が
、

仙
圧
の

人
柄
と

そ
の

書
画
に

表
れ

て

い

る

こ

と

を

感
得
し
た
か
ら
だ
と

考
え
ら
れ
る

。

仙
厘
の

書
画
を
見
る

か
ぎ
り、

そ
の

筆
致
は

軽
や
か
で

あ
り、

無
心
で

な

け
れ
ば
描

く
こ

と

が

で

き
な
い

ほ
ど

の

柔
和
さ
が
あ
り、

ケ
レ

ン

味
の

な
い

筆
致
で

あ
る

。

仙
廛
の

書
画
は、

見
る

人
だ
け
が
に

や

り
と

笑
う
だ
け
で

な

く、

仙
厘
自

身
も
描
く
こ

と
を

楽
し
ん

で

い

た

こ

と

が、

容
易
に
想

像
で

き
る

機
知
が

あ
る

。

さ
ら
に、

仙
廛
の

書
画
に

は
嫌
味
が
な
い

の

も

特
徴
で

あ
る

。

仙
匡
の

書
画
が

軽

妙

と

言
わ

れ
、

同
時
に、

こ

の

こ

と
が
仙
厘
の

書
画
が

戯

画
と

評
価
さ
れ
る

所
以
で

あ
る

。

し
か
し、

大
拙
は

、

仙
圧
の

書
画
の

嫌

味
の

な
い

機
知
や

軽

妙
さ
を
み
て

、

仙
圧
が
遊
戯
二
昧
そ
の

も
の

の

境
地
に

至
っ

て
い

る
と

感

得
し
た

。

さ
ら
に、

仙
厘
の

書
画
を

、

仙
厘
が

禅
者
と
し

て

得
た

高
く

深
い

人

柄
か
ら

、

慈
悲
の

心
が
遊
戯
三

昧
と
な
っ

て

筆
先
か

ら
現
れ

た
軽

妙
さ
で

あ
る
と

理

解
し
た
と

考
え
ら
れ
る

。

す
な
わ

ち
、

大

拙
は、

仙
麈

と

そ
の

書
画
に
、

真
空

妙
用

を
み

た

の

だ
。

「

創

造
の

生

涯
」

「

詩
の

境

涯
」

と
述
べ

た
真
意
も
こ

こ

に

あ
る

だ
ろ

う
。

　
切

§
鷺
こ
譜

津
麗

§
劬

繕
丶

は、

仙
厘
を

世
界
に

紹

介
す
る

大
き
な

契

機
と
な
っ

た
。

大

拙
は

、

仙
圧
の

書
画
を

仙
庄
の

慈
悲
の

心
が
遊

戯
三

昧

と

な

り
、

軽
妙
な

作
風
と
な
っ

て

あ
ら

わ

れ
て

い

る

と

理
解
し

た
。

こ

の

理

解
を

根
本
に

、

大
拙
は
仙
厘
と
そ
の

書
画
を

英
文
で

世
界
に

紹
介
し
た

と

考
え
ら
れ
る

。
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